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こ
の
3
年
、
我
々
は
、
歴

史
に
残
る
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
で
多
く
の
困
難
を
経
験

し
た
。
コ
ロ
ナ
が
流
行
の
兆

し
を
見
せ
た
２
０
１
９
年
、

僕
は
ス
イ
ス
に
留
学
中
だ
っ

た
。
ス
イ
ス
に
は
大
学
と
行

政
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
地

域
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
大
学
が

全
て
担
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、

ス
イ
ス
の
シ
ス
テ
ム
構
築
は

迅
速
だ
っ
た
。

　

日
本
に
帰
国
後
は
東
京
都

済
生
会
中
央
病
院
で
勤
務
し

た
。
日
本
で
は
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
時
間
が
か
か
っ
て
い

た
が
、
医
療
に
は
「
ハ
ー

ト
」
が
溢
れ
、
献
身
的
に
患

者
を
診
療
・
看
護
し
、
コ
ロ

ナ
に
立
ち
向
か
っ
た
。
時
に

は
意
見
の
違
い
か
ら
大
議
論

と
な
っ
た
が
、
皆
、
患
者
の

為
に
と
い
う
熱
い
思
い
は
同

じ
だ
っ
た
。

　

僕
は
両
国
で
の
経
験
を
通

じ
て
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」、

「
決
し
て
諦
め
な
い
熱
意
」、

「
互
い
を
尊
重
す
る
心
」の
重

要
性
を
感
じ
た
。
慶
應
義
塾

大
学
で
は
海
外
に
い
る
卒
業

生
と
基
礎
・
臨
床
の
垣
根
を

超
え
て
連
携
し
、
コ
ロ
ナ
の

病
態
解
明
の
た
め
大
規
模
な

研
究
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は

本
学
が
国
際
性
豊
か
な
大
学

だ
か
ら
こ
そ
成
し
得
た
こ
と

だ
。僕
も
、大
学
時
代
か
ら
ア

メ
リ
カ
へ
の
短
期
留
学
、
東

洋
医
学
の
研
修
、
端
艇
部
で

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
遠
征
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
と
様
々
な

機
会
を
頂
い
た
。
現
地
に
は

三
田
会
が
あ
り
、
慶
應
の
仲

間
と
し
て
助
け
て
頂
い
た
。

　

今
後
、
若
い
人
材
を
育
て

て
い
く
た
め
に
、
我
々
は
さ

ら
に
進
化
が
必
要
だ
。
僕
が

留
学
し
た
ス
イ
ス
で
は
、
ア

カ
デ
ミ
ア
は
社
会
的
に
評
価

さ
れ
て
お
り
、
研
究
者
は
財

政
的
に
も
業
務
的
に
も
働
き

や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
た
。
例
え
ば
自
己
の
研
鑽

の
た
め
に
好
き
な
場
所
で
研

修
を
行
う
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
と

い
う
制
度
が
あ
っ
た
り
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
頭
で
ア
イ
デ
ア

が
湧
く
よ
う
に
オ
ン
オ
フ
の

切
り
替
え
が
徹
底
さ
れ
て
い

た
。
ラ
ボ
の
仲
間
は
弁
が
た

つ
が
働
か
な
い
イ
タ
リ
ア

人
、
環
境
問
題
に
厳
し
い
ド

イ
ツ
人
、
人
権
問
題
で
大
議

論
を
巻
き
起
こ
す
フ
ラ
ン
ス

人
。
僕
で
は
思
い
つ
か
な
い

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て

く
れ
る
の
は
彼
ら
で
、
異
な

る
文
化
や
経
験
を
有
す
る
人

と
共
同
研
究
を
す
る
意
義
を

理
解
し
た
。

　

慶
應
に
は
多
く
の
将
来
有

望
な
人
材
が
溢
れ
て
い
る
。

慶
應
が
よ
り
世
界
の
中
で
羽

ば
た
く
人
材
育
成
が
出
来
る

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
微
力
を
尽
く
し
た

い
。

（
感
染
症
学

�

吉
藤　

歩　

86
回
）

令和５年度三四会奨励賞受賞者
 臨床分野
１．田村　亮太（脳神経外科学　89回）
 　「�Gene� therapy� using� genome-edited� iPS� cells� for�
targeting�malignant�glioma」

２．松田　　諭（外科学（一般・消化器）　87回）
 　「�Real-world�evaluation�of� the�efficacy�of�neoadjuvant�
DCF� over� CF� in � esophagea l � squamous� ce l l�
carcinoma :propensity�score�matched�analysis�from�85�
authorized�institutes�for�esophageal�cancer�in�Japan」

３．茂田　啓介（泌尿器科学　89相当）
 　「�難治性尿路上皮癌における癌代謝リプログラミング機
構の駆動メカニズム解明と新規治療法の開発」

４．山田茉未子（臨床遺伝学　90回）
 　「�Diagnosis� of�Prader-Willi� syndrome�and�Angelman�

syndrome� by� targeted � nanopore � l ong - read�
sequencing」

 基礎分野
１．櫻井　政寿（内科学（血液）　86回）
 　「�新規ヒト造血幹細胞生体外増幅技術の開発」

２．守山　英則（内科学（循環器）　90回）
 　「�Omega-3�fatty�acid�epoxides�produced�by�PAF-

AH2�in�mast�cells�regulate�pulmonary�vascular�
remodeling」

令和5年度 令和5年度 慶應義塾大学医学部三四会定例評議員会開催慶應義塾大学医学部三四会定例評議員会開催

　

令
和
5
年
7
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た

教
授
会
で
信
任
投
票
を
行
っ
た
結
果
、

内
科
学
（
消
化
器
）
教
室
の
金
井
隆
典

君
が
次
期
医
学
部
長
に
選
任
さ
れ
た
。

　

次
期
医
学
部
長
の
任
期
は
、
２
０
２

３
年
10
月
1
日
か
ら
2
年
間
と
な
る
。

速 

報
次
期
医
学
部
長
に
金
井
隆
典
教
授（
内
67
回
）が
再
任

　

去
る
令
和
５
年
６
月
17
日

（
土
）
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス

２
号
館
11
階
大
会
議
室
で
令

和
２
年
度
三
四
会
定
例
評
議

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
評
議

員
総
数
は
２
４
１
名
、
参
加

者
は
１
６
０
名
（
内
委
任
状

提
出
１
０
８
名
）
で
あ
っ

た
。
議
事
録
署
名
人
と
し

て
、
久
保
内
光
一
君
（
55

回
）、
西
村
正
智
君
（
63

回
）
が
指
名
さ
れ
た
。

　

長
倉
和
彦
議
長
（
55
回
）

の
開
会
宣
言
に
続
き
、
令
和

４
年
度
物
故
会
員
94
名
へ
の

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

審
議
に
先
立
ち
、
武
田
純

三
三
四
会
長
（
52
回
）
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
令
和
4
年
度

の
活
動
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。
本
年
３
月
に
北

里
大
学
の
外
科
学
教
室
と
合

同
で
比
企
能
樹
先
生
の
偲
ぶ

会
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
の

支
部
会
も
少
し
ず
つ
開
催
が

増
え
て
い
る
が
、
是
非
以
前

の
開
催
ペ
ー
ス
に
戻
し
て
欲

し
い
。
そ
の
他
、
全
国
支
部

長
会
、
医
学
部
新
年
祝
賀

会
、
１
０
４
回
生
白
衣
式
、

１
０
２
回
謝
恩
会
、
Ｋ
Ａ
Ａ

‐
Jr
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
が
刷
新

さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
三
四

会
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
い

か
に
上
げ
る
か
と
い
う
課
題

に
取
り
組
む
方
針
が
示
さ
れ

た
。

　

第
１
号
議
案
で
あ
る
令
和

４
年
度
三
四
会
事
業
報
告
が

古
梶
清
和
副
会
長
（
63
回
）

に
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

現
在
の
会
員
数
は
９
１
１

５
名
（
塾
卒
業
者
６
１
８
４

名
、
他
大
学
出
身
者
２
９
３

１
名
）
で
あ
る
が
、
塾
卒
業

以
外
は
減
少
し
て
お
り
、
最

近
２
年
は
入
会
者
が
な
か
っ

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
性
化
の
取
り

組
み
、
各
地
の
三
四
会
支
部

の
活
動
、
全
国
支
部
長
会
、

北
里
賞
・
北
島
賞
・
三
四
会

奨
励
賞
、
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
白
衣
式
、
卒
業
記
念
品

な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
深
川
和
己
理
事

（
68
回
）
よ
り
、
赤
倉
山
荘

の
利
用
の
状
況
、
慶
應
赤
倉

ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｋ
Ａ
Ａ
）、

Ｋ
Ａ
Ａ
‐
Jr
よ
び
連
合
三
田

会
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

第
2
号
議
案
で
あ
る
令
和

４
年
度
三
四
会
会
計
決
算
が

渡
辺
真
純
副
会
長
（
64
回
）

よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　

会
費
納
入
額
は
、
や
や
減

少
し
た
。
支
出
と
し
て
は
、

新
た
に
名
簿
デ
ー
タ
整
備
費

用
と
し
て
４
０
０
万
余
り
、

全
国
支
部
長
会
議
費
と
し
て

１
０
０
万
ほ
ど
が
加
わ
っ

た
。
特
別
会
計
（
赤
倉
山

荘
、
三
四
会
館
建
設
、
医
学

部
援
助
金
）
に
つ
い
て
は
変

動
は
な
か
っ
た
。
結
果
と
し

て
５
５
０
万
ほ
ど
の
黒
字
で

あ
っ
た
。

　

第
３
号
議
案
で
あ
る
令
和

４
年
度
財
産
目
録
、
会
計
事

務
処
理
及
び
財
産
管
理
監
査

報
告
が
松
本
純
夫
監
事
（
52

回
）
よ
り
行
わ
れ
た
。
会
計

お
よ
び
会
計
以
外
の
業
務

は
、
法
令
お
よ
び
定
款
に
従

い
適
正
に
行
わ
れ
た
と
監
査

報
告
さ
れ
た
。

　

第
１
～
３
号
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
質
疑

は
特
に
な
く
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　

第
４
号
議
案
で
あ
る
会
員

管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

武
田
純
三
会
長
よ
り
説
明
が

あ
っ
た
。
新
し
い
会
員
情
報

管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
会
員
自

身
で
情
報
の
編
集
が
可
能
と

な
る
。
一
斉
メ
ー
ル
配
信
、

会
費
の
納
入
、
動
画
の
配
信

も
で
き
る
な
ど
機
能
を
充
実

さ
せ
た
。
ク
ラ
ス
、
支
部
評

議
員
に
は
是
非
連
絡
に
役
立

て
て
欲
し
い
。
未
登
録
の
会

員
（
40
数
％
）
へ
の
登
録
推

奨
に
関
し
て
各
評
議
員
に
協

力
要
請
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

池
上
幸
憲
理
事
（
82
回
）
よ

り
、
電
子
掲
示
板
（
卒
業
回

数
・
支
部
会
で
の
活
用
方

法
）
に
つ
い
て
追
加
説
明
が

あ
っ
た
。

　

第
５
号
議
案
で
あ
る
令
和

５
年
度
評
議
員
会
議
長
及
び

役
員
の
選
任
。
は
じ
め
に
長

倉
和
彦
議
長
（
55
回
）
よ
り

次
期
の
理
事
、
監
事
、
評
議

員
会
議
長
候
補
者
が
紹
介
さ

れ
た
。
続
い
て
、
評
議
員
会

議
長
、
理
事
お
よ
び
監
事
選

考
委
員
会
の
議
長
で
あ
る
島

崎
美
奈
子
副
会
長
（
61
回
）

よ
り
、
選
考
過
程
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
選
考
結
果

は
５
月
の
理
事
会
で
会
長
に

答
申
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

　

第
６
号
議
案
で
あ
る
評
議

員
会
副
議
長
の
指
名
が
長
倉

和
彦
新
議
長
（
55
回
）
に
よ

り
行
わ
れ
、
星
野
健
君
（
63

回
）
が
指
名
さ
れ
た
。

　

第
４
～
６
号
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
質
疑

は
特
に
な
く
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　

新
た
に
指
名
さ
れ
た
武
田

純
三
三
四
会
長
（
52
回
）
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
会
長
の
選

任
し
た
理
事
、
新
体
制
、
役

割
等
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

っ
た
。
支
部
担
当
・
ク
ラ
ス

評
議
員
担
当
・
相
当
担
当
と

し
て
各
理
事
を
配
置
す
る
ほ

か
、
編
集
委
員
会
・
Ｈ
Ｐ
委

員
会
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
強
化
委
員
会

・
名
簿
作
成
の
４
組
織
で

「
会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
」
を
有
効
利
用
す
る
と
報

告
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
寄
付

・
ふ
る
さ
と
納
税
、
評
議
員

（
教
室
同
窓
会
、
支
部
、
ク

ラ
ス
）
と
各
組
織
の
活
動
の

活
性
化
を
推
進
し
た
い
と
抱

負
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

第
７
号
議
案
で
あ
る
副
会

長
の
指
名
が
武
田
純
三
会
長

（
52
回
）
に
よ
り
行
わ
れ

た
。
島
﨑
美
奈
子
君
（
61

回
）、
古
梶
清
和
君
（
63

回
）、
渡
辺
真
純
君
（
64

回
）
が
副
会
長
と
し
て
指
名

さ
れ
た
。
た
だ
ち
に
審
議
が

行
わ
れ
、
質
疑
は
特
に
な

く
、
本
議
案
は
承
認
さ
れ

た
。

　

第
８
号
議
案
で
あ
る
令
和

５
年
度
三
四
会
事
業
計
画
が

島
崎
美
奈
子
副
会
長
（
61

回
）
よ
り
示
さ
れ
た
。
会

務
、
研
修
会
の
開
催
な
ど
の

他
、
慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｋ
Ａ
Ａ
）、
Ｋ
Ａ
Ａ
‐
Jr

活
動
、
本
医
学
部
学
生
に
対

す
る
支
援
、
全
国
支
部
長

会
、
お
よ
び
そ
の
他
の
事
業

計
画
に
関
し
て
、
開
催
日
程

な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　

第
９
議
案
で
あ
る
令
和
5

年
度
三
四
会
会
計
予
算
が
渡

辺
真
純
副
会
長
（
63
回
）
よ

り
示
さ
れ
た
。
収
入
は
例
年

通
り
を
予
定
し
て
い
る
。
会

費
収
入
も
変
わ
ら
ず
、
支
出

に
つ
い
て
も
例
年
通
り
で
あ

る
が
、
昨
年
あ
っ
た
名
簿
デ

ー
タ
整
備
費
は
な
く
な
り
、

代
わ
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改

装
費
を
４
０
０
万
と
し
た
。

会
議
費
で
は
全
国
支
部
長
会

費
を
昨
年
よ
り
増
額
し
た
。

事
務
費
、
特
別
会
計
は
昨
年

と
変
わ
ら
な
い
。
３
４
０
万

ほ
ど
の
黒
字
を
予
定
し
て
い

る
。

　

第
８
～
９
号
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
質
疑

は
な
く
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

　

議
案
審
議
終
了
後
、
参
加

評
議
員
に
意
見
を
求
め
た
。

船
曳
孝
彦
評
議
員
（
40
回
）

よ
り
、
病
院
設
備
（
障
碍
者

用
ス
ペ
ー
ス
の
駐
車
料
金
、

病
院
玄
関
付
近
の
屋
根
）
に

つ
い
て
改
善
を
求
め
る
と
意

見
が
あ
っ
た
。
吉
野
肇
一
評

議
員
（
44
回
）
よ
り
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
評
議
員
会
の
恒
久

化
、
名
簿
の
索
引
の
改
善
、

医
学
部
新
聞
に
お
け
る
複
数

点
で
の
改
善
の
要
望
が
提
示

さ
れ
た
。
会
員
情
報
シ
ス
テ

ム
な
ど
に
関
す
る
質
問
に

は
、
武
田
純
三
会
長
よ
り
説

明
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
つ

い
て
は
7
月
以
降
の
理
事
会

で
検
討
を
予
定
し
て
い
る
と

回
答
さ
れ
た
。

　

次
い
で
医
学
部
・
病
院
報

告
が
あ
っ
た
。
金
井
隆
典
医

学
部
長
に
か
わ
り
、
門
川
俊

明
理
事
（
70
回
）
よ
り
、
医

学
部
の
現
状
、
近
年
の
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
、
入

学
試
験
・
学
費
の
問
題
、
奨

学
金
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
‐
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
、
Ｗ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て

も
紹
介
さ
れ
た
。
松
本
守
雄

病
院
長
（
63
回
）
よ
り
、
病

院
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
、

コ
ロ
ナ
対
応
と
通
常
診
療
の

両
立
、
特
定
病
院
機
能
評
価

三四会奨励賞受賞者たち。左から、古梶副会長、武田会長、井ノ口美香子教授（山田君の
代理）、守山君、茂田君、田村君、松田君、櫻井君、松本病院長

　

２
０
２
３
年
６
月
９
日
、

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
主
催

の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で

あ
る
健
康
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー

大
賞
の
第
8
回
キ
ッ
ク
オ
フ

イ
ベ
ン
ト
が
三
井
不
動
産
日

本
橋G

L
O
B
A
L　

LIFESCIENCE　

HUB

に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
健
康
医

療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
は
、
慶

應
義
塾
学
内
で
の
知
財
の
産

業
連
携
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
健
康
医
療
分
野
に
お
け

る
産
業
連
携
に
対
す
る
抵
抗

を
な
く
し
、
積
極
的
に
社
会

に
還
元
し
て
い
く
基
盤
・
風

土
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
第
8
回
よ
り
、
よ
り

専
門
性
の
高
い
審
査
の
た
め

社
会
人
部
門
を
解
体
し
、
事

業
内
容
の
分
野
別
に
リ
ー
グ

制
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
、

創
薬
・
Ｓ
ａ
Ｍ
Ｄ（Software�

as�a�Medical�Device

医
療

機
器
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
リ
ー
グ

の
メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ

る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
‐
Ｊ
様
と
共
催

し
、
領
域
に
精
通
し
て
い
る

先
駆
者
の
先
生
方
を
迎
え
て

の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。

　

過
去
優
勝
チ
ー
ム
に
よ
る

進
捗
成
果
発
表
で
はOUI�

Inc.

の
清
水
映
輔
先
生
、
株

式
会
社FerroptoCure

の
大

槻
雄
士
先
生
に
登
壇
い
た
だ

き
ま
し
た
。
海
外
展
開
や
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
の
汎
用
性
を
拡

第
８
回 

健
康
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

生
理
学
教
室
は
、
２
０
２

３
年
４
月
26
日
か
ら
６
月
23

日
に
か
け
て
、
筋
萎
縮
性
側

索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
研
究

加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
基
礎

・
臨
床
融
合
に
よ
る
神
経
難

病
研
究
：
Ａ
Ｌ
Ｓ
克
服
に
向

け
た
研
究
の
加
速
を
」
に
つ

い
て
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｆ
）
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
当
該
Ｃ
Ｆ
は

慶
應
義
塾
初
の
試
み
で
あ

り
、
当
教
室
、
義
塾
、
な
ら

び
にREADYFOR

社
一
体

と
な
っ
て
、
手
探
り
の
中
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
目
標
金
額
を
大
き
く
上

回
る
約
４
５
０
０
万
円
の
ご

寄
付
を
賜
る
こ
と
が
で
き
、

無
事
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成

立
さ
せ
る
こ
と
が
叶
い
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
、
三
四
会

員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。
紙
面

を
お
借
り
し
ま
し
て
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
特
に

対
象
と
す
る
Ａ
Ｌ
Ｓ
は
、
運

動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
障
害
さ
れ

る
こ
と
で
全
身
の
麻
痺
が
進

行
し
、
２
―
４
年
程
度
で
呼

吸
筋
麻
痺
に
よ
り
死
に
至
る

神
経
難
病
で
、
国
内
に
１
万

人
程
度
の
患
者
さ
ん
が
お
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

既
存
の
治
療
薬
に
よ
る
効
果

は
限
定
的
で
、
根
本
的
な
病

態
の
解
明
と
さ
ら
な
る
治
療

薬
の
開
発
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
ヒ
ト
生
体
試

料
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た

３
次
元
臓
器
モ
デ
ル
や
Ａ
Ｉ

／
自
然
言
語
モ
デ
ル
と
い
っ

た
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ

ク
ス
を
駆
使
し
て
、
基
礎
研

究
デ
ー
タ
と
臨
床
研
究
デ
ー

タ
の
統
合
解
析
を
行
う
こ
と

に
よ
り
課
題
を
解
決
し
、
Ａ

Ｌ
Ｓ
全
般
に
対
す
る
理
解
度

を
深
め
、
よ
り
多
く
の
タ
イ

プ
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
対
す
る
革
新

的
な
治
療
法
の
開
発
を
目
指

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
さ

ん
の
臨
床
情
報
や
生
体
試
料

を
用
い
て
リ
バ
ー
ス
・
ト
ラ

ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
Ａ

Ｌ
Ｓ
の
病
態
に
関
わ
る
バ
イ

オ
マ
ー
カ
ー
、
お
よ
び
臨
床

試
験
の
効
果
を
判
定
す
る
た

め
の
サ
ロ
ゲ
ー
ト
マ
ー
カ
ー

の
開
発
を
進
め
ま
す
。

　

皆
様
に
頂
き
ま
し
た
ご
寄

付
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
研
究
を
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
の
費
用

（
臨
床
応
用
を
見
据
え
た
基

礎
研
究
の
強
化
）
と
し
て
、

大
切
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
生
理
学
教
室

�

岡
野
栄
之　

62
回
）

の
受
審
、
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル

事
業
、
医
療
連
携
の
推
進
、

予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
慶
應
義
塾
の
財
政
を
支

え
る
た
め
の
港
区
ふ
る
さ
と

納
税
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
の

理
解
と
協
力
が
求
め
ら
れ

た
。

　

三
四
会
社
会
功
労
賞
・
奨

励
賞
各
賞
の
選
考
に
つ
い
て

古
梶
清
和
副
会
長
（
63
回
）

よ
り
報
告
さ
れ
た
。
社
会
功

労
賞
の
受
賞
者
は
な
し
。
奨

励
賞
は
、
新
選
考
基
準
の
も

と
で
8
名
の
応
募
者
の
中
か

ら
６
名
の
受
賞
を
決
定
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
引
き

続
き
、
武
田
純
三
会
長
よ
り

奨
励
賞
受
賞
者
に
対
し
て
表

彰
が
行
わ
れ
た
。

　

星
野
健
副
議
長
（
63
回
）

に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
の
後
、

評
議
員
会
は
閉
会
と
な
っ

た
。
評
議
員
会
終
了
後
、
ザ

・
パ
ー
ク
に
て
情
報
交
換
会

が
行
わ
れ
た
。

　

令
和
元
年
以
後
４
年
ぶ
り

の
現
地
開
催
で
し
た
。
一
同

に
会
し
て
意
見
交
換
す
る
こ

と
の
意
義
を
改
め
て
感
じ
さ

せ
る
１
日
で
し
た
。

（
評
議
員
会
議
長

�

長
倉
和
彦　

55
回
）

２
０
２
２
年
度

ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
・
医
学
教
育
貢
献
賞医学教育貢献賞を受賞した安藤崇之助教 第6学年で第1位となった野村彩乃助教

【
２
０
２
２
年
度B

est teacher aw
ard

第
1
位
】

第
1
学
年　

医
学
部
（
日
吉
）�

藤
猪　

英
樹 

教
授　
　

第
2
学
年　

医
化
学
教
室�

末
松　
　

誠 

名
誉
教
授

第
3
学
年　

内
科
学
（
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
）
教
室

�

近
藤　
　

泰 

助
教　
　

第
4
学
年　

法
医
学
教
室�

藤
田　

眞
幸 

教
授　
　

第
5
学
年　

総
合
診
療
教
育
セ
ン
タ
ー

�

安
藤　

崇
之 

助
教　
　

第
6
学
年　

皮
膚
科
学
教
室�

野
村　

彩
乃 

助
教　
　

【
医
学
教
育
貢
献
賞
】

〈 

〉
内
はBest�teacher�aw

ard

第
1
位
の
通
算
受
賞
回
数

総
合
診
療
教
育
セ
ン
タ
ー

�

安
藤　

崇
之 

助
教
〈
第
5
学
年
：
3
回
〉

　

２
０
２
３
年
６
月
19
日
に
開
催
さ

れ
た
医
学
部
教
授
会
に
お
い
て
、
２

０
２
２
年
度Best�teacher�award

お
よ
び
医
学
教
育
貢
献
賞

（Outstanding�teacher�award

）

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、Best�

teacher� award

の
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
野
村
彩
乃
助
教
、
医
学
教
育
貢

献
賞
の
受
賞
者
と
し
て
安
藤
崇
之
助

教
に
表
彰
楯
が
授
与
さ
れ
た
。

　

医
学
教
育
貢
献
賞
は
、
毎
年
、
各

学
年
の
学
生
投
票
に
よ
り
選
出
さ
れ

るBest�teacher�award

の
第
1
位

を
3
回
以
上
受
賞
し
た
教
員
に
贈
ら

れ
る
賞
で
、
今
年
度
は
新
た
に
1
名

が
該
当
と
な
っ
た
。

　

医
学
教
育
貢
献
賞
を
受
賞
し
た
教

員
は
、
翌
年
度
以
降
、Best�

teacher� award

の
選
出
対
象
か
ら
は

外
れ
る
が
、
今
後
の
医
学
教
育
を
担

う
若
手
教
員
に
対
す
る
模
範
と
し
て

活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

「
基
礎
・
臨
床
融
合
に
よ
る
神
経
難
病
研
究

：
Ａ
Ｌ
Ｓ
克
服
に
向
け
た
研
究
の
加
速
を
」

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
達
成
の
お
礼

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）研
究
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

場
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
（
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

引
き
続
き
、
本
学
の
産
学

連
携
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
活

動
し
て
参
り
ま
す
の
で
皆
様

の
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
健
康
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
大

賞
実
行
委
員

　

大
岡
令
奈　

96
回
、

�

畠
山
裕
基　

１
０
６
回
）

大
す
る
こ
と
な
ど
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
大
賞
優
勝
か
ら
の
事
業

の
発
展
に
つ
い
て
発
表
い
た

だ
き
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
株
式

会
社CureApp

の
佐
竹
晃
太

先
生
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
名
誉
教
授
／
株
式
会
社

Heartseed

の
福
田
恵
一
先

生
を
お
呼
び
し
、
慶
應
義
塾

大
学
医
学
部
整
形
外
科
の
中

村
雅
也
教
授
を
モ
デ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
創

業
期
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
や

苦
労
し
た
こ
と
、
今
も
な
お

一
貫
す
る
思
い
な
ど
に
つ
い

て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

６
月
末
よ
り
第
８
回
の
出

慶應義塾医学部新聞は、三四会員であればどなたでも投稿いただくこ
とができます。

【教授・理事長就任】
　・�本文文字量は800字程度＋顔写真（JPEGデータなど）をお送り
ください。

【受賞】
　・�本文文字量は400字程度＋顔写真（JPEGデータなど）をお送り

ください。
【今月のサイエンス】
　・�インパクトファクター10.0以上のジャーナルに掲載された論文で

あること。
　・筆頭著者、または責任著者のどちらかに三四会員がいること。
　◎�上記条件を満たした論文のうち数本をセレクトの上、こちらから

解説文を依頼します。

「クラス会」「支部だより」「著書紹介」「読むべき３冊」「異能の人
々」なども募集中！

お送りいただいた記事につきましては、順次掲載していきますが、紙
面の都合により掲載号が遅くなることがあります。ご了承ください。

慶應医学部新聞編集室メールアドレス
sansikai-editor@mediproduce.com
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